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『クレパスのグラデーション・コラージュ』川嶋 誉大　Yoshihiro KAWASHIMA　色画用紙・クレパス・色紙　390×540mm　2016 年

発行日　2017年10月10日（火）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒605-0811
　　　　京都市東山区大和大路四条下る
　　　　4丁目小松町 四条・新道アトリエ
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編　集　株式会社 三六六

天才アートとは、障碍の

ある人の多くがもつ優れ

た感性と表現力、そこか

ら湧き出る独創的なアー

ト作品に対して、特定非営利活動法人 障

碍者芸術推進研究機構がネーミングした

ものです。欧米ではアール・ブリュット、

あるいはアウトサイダー・アートなどと呼ば

れています。当機構は天才アートを推進し、

その啓発活動を行っています。 天才アート
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
入
場
無
料

「
障
碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問
題
」

＊
障
碍
の
あ
る
人
の
独
創
的
な
コ
コ
ロ
の
芸
術
を
ど

う
呼
ぶ
べ
き
か

＊
作
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ど
う
創
出
す
れ
ば
い
い
か 

な
ど

10
月
28
日(

土)　

14
時
～
16
時
30
分

会
場
：
京
都
市
立
京
都
堀
川
音
楽
高
等
学
校

　
　
　
「
城
巽
ア
リ
ー
ナ
」（
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
隣
）

〈
講
師
〉

松
坂 

浩
史（
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部
事
務
局
長
） 

建
畠 

晢　
（
多
摩
美
術
大
学
学
長
・

　
　
　
　
　

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
館
長
）

服
部 

正　
（
甲
南
大
学
文
学
部
准
教
授
） 

２
０
１
２
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
天
才

ア
ー
ト
展
」。
第
６
回
目
と
な
る
２
０
１
７
年
度

は
、
９
月
開
催
の
第
４
回
企
画
展
を
前
期
展
、
10

月
の
本
展
を
後
期
展
と
位
置
づ
け
、
２
回
に
わ

た
っ
て
２
会
場
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
９
月
21

日
（
木
）
か
ら
10
月
１
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
た

前
期
展
「endless, breath

～
終
わ
り
の
な
い
表

出
、
一
瞬
一
瞬
の
息
づ
か
い
～
」
は
、
会
場
と
な
っ

た
京
都
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ
ス

京
都
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
後
期
展
は
、
10
月
27
日
（
金
）
か
ら
11

月
８
日
（
水
）
ま
で
「
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

に
て
開
催
致
し
ま
す
。
な
お
、
後
期
展
で
は
「
障

碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
松
坂
浩
史
氏
（
文

化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部
事
務
局

長
）、
建
畠
晢
氏
（
多
摩
美
術
大
学
学

長
・
京
都
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
館
長
）、

服
部
正
氏
（
甲
南
大
学
文
学
部
准
教

授
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
併
催
致
し
ま
す
。

文
化
庁
移
転
に
向
け
て
地
域
文
化

創
生
本
部
が
京
都
市
東
山
区
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
障
碍
者
の
芸
術
振
興
が

重
点
施
策
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
中
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

予 　 告

展 覧 会

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
障
碍
者
の
芸
術
・

文
化
振
興
を
目
的
と
し
た
活
動
な
ど
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
か
ら
の
注
目
を
受
け
、

こ
の
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
障
碍
者
芸
術
を
振
興
す

る
た
め
に
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
同
展
は
、「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
７

京
都
」の
連
携
事
業
で
、京
都
の
伝
統
工
芸
や
産
業
・

企
業
と
コ
ラ
ボ
し
た
商
品
も
展
示
致
し
ま
す
。

【
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
７
】
入
場
無
料

10
月
27
日
（
金
）
～
11
月
８
日
（
水
）

11
時
～
18
時（
最
終
日
は
17
時
ま
で
）
／
月
曜
日
休
館

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
：
京
都
市
中
京
区
油
小

路
通
御
池
上
る
押
油
小
路
町
２
３
８-

１

２
０
１
８
年
１
月

「
天
才
ア
ー
ト
新
春
展
」
予
告

２
０
１
８
年
１
月
、「
天
才
ア
ー
ト
新
春
展
」

と
銘
打
っ
て
「
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
「
東

山
区
総
合
庁
舎
展
示
ホ
ー
ル
」
の
２
会
場
で
作
品

展
を
開
催
致
し
ま
す
。
本
展
で
は
「
新
春
」
に
ち

な
ん
で
、〝
干
支
・
動
物
・
正
月
・
春
〟
を
テ
ー

マ
と
す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

新
道
ア
ト
リ
エ
に
は
、「
動
物
」「
季
節
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
描
き
続
け
る
ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
い
ま

す
。
そ
の
作
風
は
、「
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
世
界
・

物
語
」
を
ひ
た
す
ら
画
面
に
織
り
な
し
て
い
く
ス

タ
イ
ル
と
、
図
鑑
や
写
真
な
ど
見
な
が
ら
対
象
を

画
面
に
再
構
成
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
に
大
別
さ
れ

ま
す
。
前
者
が
、
き
わ
め
て
個
性
的
な
作
品
に
仕

上
が
っ
て
い
く
の
は
当
然
で
す
が
、
後
者
も
、
各

作
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
「
表
現
衝
動
」
や
、

対
象
物
を
独
特
に
誇
張
化
し
て
表
現
し
よ
う
と
す

る
な
ど
、
こ
れ
ら
も
き
わ
め
て
個
性
的
な
「
表
現

欲
求
」
的
な
制
作
ス
タ
イ
ル
の
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
も
、
見
る
も
の
を
飽
き
さ
せ
な
い
、
忘

れ
ら
れ
な
い
作
品
群
で
、
10
名
の
作
家
の
作
品

１
０
０
点
の
出
品
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

「
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
会
場

２
０
１
８
年
１
月
11
日
（
木
）
～
１
月
21
日
（
日
）

11
時
～
18
時（
最
終
日
は
17
時
ま
で
）
／
月
曜
休
館

「
東
山
区
総
合
庁
舎
展
示
ホ
ー
ル
」
会
場

同
１
月
13
日(

土)

～
１
月
19
日
（
金
）
９
時
～

17
時
／
土
日
は
11
時
～
17
時
／
休
館
日
な
し

天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
７

近
日
開
催
!!

10.27（金） ━  11.8（水）　
 月曜日は休館　入場無料

11：00 ━ 18：00
 最終日は１７：００まで

堀川御池ギャラリー
御池通堀川北東角

京都市中京区油小路通御池押油小路町 238-1
地下鉄東西線「二条城前駅」下車2番出口徒歩1分
市バス「堀川御池」バス停徒歩1分

　※駐車場はございません。
　　　公共交通機関をご利用ください。

シンポジウム
10.28（土）
14：00 ━ 16：30
会　場

京都市立京都堀川音楽高等学校
　　城巽アリーナ（体育館・堀川御池ギャラリー東隣）

テーマ

障碍者芸術の振興にかかわる諸問題
講師・パネラー

松坂浩史（文化庁地域文化創生本部 事務局長）
建畠　晢（多摩美術大学学長・京都芸術センター館長）
服部　正（甲南大学文学部 准教授）

※駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

第 ６ 回

主　　催＝特定非営利活動法人 障碍者芸術推進研究機構　　

共　　催＝京都市　京都市教育委員会

後　　援＝京都新聞社会福祉事業団　京都市立総合支援学校長会

協賛出展＝障害者支援施設 DO　京都市洛西ふれあいの里授産園

　　　　　京都市立総合支援学校　木村 康一　髙田 美貴

協　　力＝文化庁地域文化創生本部　文化庁移転・わたしたちができること推進チーム

助　　成＝中京まちづくり支援事業

協　　賛＝洛和会ヘルスケアシステム

※お問い合わせ：info@tensai-art.kyoto（天才アート KYOTO）
　　　　　　　　tel. 075-352-2285（京都市教育委員会総合育成支援課）

天　才
アートとは
障碍のある人の手による独自の創作をいいます。

二
条
城 京都市立京都堀川

音楽高等学校

御池通

堀
川
通

堀川御池ギャラリー

シンポジウム会場

市バス「堀川御池」バス停

地
下
鉄

２
番
出
口

地下鉄東西線
「二条城前駅」

【連携事業】

楠川 敦士

木村 康一

20172017

堀川御池ギャラリーの外観

第６回



T E N S A I  A R T

3

Ｏ
新
道
ア
ト
リ
エ
の
作
家
の
中
か
ら
５
名
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
長
的
な
作
品
を
端
的
に
俯
瞰
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
ゾ
ー
ン
は
、
天
才
ア
ー
ト

展
２
０
１
７
に
出
展
す
る
作
家
の
中
か
ら
抜
粋
し

た
絵
画
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

協
力
、
大
谷
大
学
文
学
部
文
学
部
倉
光
延
行
准
教

授
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
「
大
谷
大
学PEN

Ki 
FACTO

RY M
edia W

orks

」
が
企
画
制
作
し
、

９
月
16
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
岡
崎
と
き
あ

か
りannex 2017

～
あ
か
り
と
ア
ー
ト
の
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
～
」
で
「
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
賞
」
を

受
賞
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
作
品
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
映
像
作
品
も
上
映
し
ま
し
た
。

な
お
同
展
は
、「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
７

京
都
」
の
連
携
事
業
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
販
売

第
４
回
企
画
展
は
、
中
京

区
に
あ
る
京
都
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ン
グ
ス

京
都
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
も
兼

ね
て
、
９
月
21
日
（
木
）
～

10
月
１
日
（
日
）
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
２
４
０

㎡
ワ
ン
フ
ロ
ア
無
柱
空
間
の

特
長
を
生
か
し
、「〝endless, 

breath

〟
～
終
わ
り
の
な
い

表
出
、一
瞬
一
瞬
の
息
づ
か
い
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
メ
イ
ン
ゾ
ー

ン
、
10
月
27
日
（
金
）
か
ら

開
催
予
定
の
天
才
ア
ー
ト
展

２
０
１
７
プ
ロ
ロ
ー
グ
ゾ
ー

ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
販
売

ゾ
ー
ン
の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分

け
て
展
示
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
展
示
ゾ
ー
ン

で
は
、
障
碍
の
あ
る
作
家
の

中
で
も
自
閉
症
と
さ
れ
る
人

の
、「
他
者
か
ら
影
響
さ
れ
な

い
独
特
の
制
作
ス
タ
イ
ル
と

き
わ
め
て
持
続
的
な
表
出
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

ゾ
ー
ン
で
は
、
京
都
の
伝
統
工
芸
や
産
業
、
企
業

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
商
品
を
は
じ
め
、
企
画

展
関
連
商
品
も
販
売
し
、
多
く
の
方
に
お
買
い
求

め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
期
中
は
た
く
さ
ん
の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
朝
日
新
聞
・
京
都
新
聞
・
リ
ビ
ン
グ
京
都
の

各
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、

「
作
品
の
特
長
や
制
作
ス
タ
イ
ル
が
よ
く
分
か
っ
た
」

「
映
像
で
見
る
と
雰
囲
気
が
違
っ
て
面
白
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

高
瀬
川
・
四
季Air

「
コ
コ
ロ 

イ
ロ
イ
ロ
」
展

昨
年
に
引
き
続
き
、
７
月
１
日
（
土
）
～
９
日

（
日
）
の
期
間
で
、
前
川
オ
ー
ナ
ー
の
招
待
に
よ

り
京
町
家
の
高
瀬
川
・

四
季Air

に
て
、
複
製

画collection 2017

「
コ
コ
ロ
イ
ロ
イ
ロ
」
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

高
瀬
川
に
面
し
た
涼

風
の
そ
よ
ぐ
京
町
家

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
複

製
画
を
中
心
と
し
た

作
品
の
展
示
と
新
作

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
等
の
販
売
を
行
い
、
た
い
へ

ん
好
評
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

東
山
区
人
権
啓
発
展

８
月
１
日
（
火
）
～
18
日
（
金
）
に
「
東
山
区

人
権
啓
発
展
」
に
協
賛
し
て
、
作
品
17
点
を
東
山

好評を博した第4回企画展〝endless, breath〟
R e p o r t

報 　 告

展 覧 会

区
総
合
庁
舎
１
階
の

展
示
ホ
ー
ル
に
出
展
し

ま
し
た
。
本
年
で
３

年
連
続
の
出
展
と
な

り
、
新
道
ア
ト
リ
エ
の

地
元
で
あ
る
東
山
区

民
の
皆
さ
ん
や
市
民
な

ど
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
展
in
京
都
マ
ル
イ

８
月
４
日
（
金
）
か
ら
９
月
13
日
（
水
）
ま

で
、
京
都
マ
ル
イ
に
て
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

作
品
・
複
製
画
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
展
示
を
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
４
日
間
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

販
売
も
致
し
ま
し
た
。

当
初
の
予
定
で
は
８

月
30
日
（
水
）
ま
で

の
開
催
で
し
た
が
、
ご

好
評
を
い
た
だ
い
た
こ

と
で
９
月
ま
で
延
長

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

初
め
て
の
商
業
施
設

で
の
展
示
で
し
た
が
、

思
い
の
外
、
作
品
が
店

内
の
雰
囲
気
に
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
お
買
い
物
に
来

ら
れ
た
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
展
示
フ
ロ
ア
で
は
、
会
報
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
手
に
熱
心
に
作
品
を
見
て
回
ら
れ
る
方

も
お
見
受
け
し
、
観
光
客
や
市
・
府
民
の
皆
さ
ま

に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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レポート

トピックス

甲
南
大
学
で
富
田
理
事
が

「
発
達
障
が
い
と
ア
ー
ト
」
を

テ
ー
マ
に
公
開
講
座

甲
南
大
学
人
間

科
学
研
究
所
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た

ち
、
と
り
わ
け
発

達
に
問
題
が
あ
る

子
ど
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
よ
う

な
美
術
教
室
の
開

設
を
目
指
し
て
研
究
と
教
育
の
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、研
究
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ア
ー
ト
と
発
達
支
援
―
学
校
か
ら
地
域
社
会
へ
」

の
連
続
公
開
講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
４
回
目
と
し
て
、
２
０
１
７
年
７
月
15

日
（
土
）、「
発
達
障
が
い
と
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
は
、
望

月
直
人
氏
（
大
阪
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）の「
発
達
障
が
い
の
基
礎
」と
、

富
田
千
果
子
氏
（
当
機
構
理
事
）「
自
閉
症
の
わ

が
子
・
晃
生
か
ら
生
ま
れ
た
ロ
ゴ
ア
ー
ト
」
の
二
つ

の
講
演
と
、
大
西
綾
子
氏
（
甲
南
大
学
文
学
部
准

教
授
）、
服
部
正
氏
（
甲
南
大
学
准
教
授
）
の
講

師
２
人
と
学
生
や
参
加
者
と
の
意
見
交
流
、
質
疑

応
答
な
ど
の
内
容
で
し
た
。
受
講
さ
れ
た
百
数
名

か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
に
、「
今
ま
で
思
っ
て
い
た
発
達

障
害
へ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
、
理
解
が
深
ま
っ

た
」、「
障
害
が
あ
る
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
強
み
を
生

か
せ
る
こ
と
に
出
会
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」、

「
障
害
が
あ
る
方
の
才
能
が
あ
ふ
れ
る
ア
ー
ト
の
力

が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
意
見
や
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

障
碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援
基
金

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
文
化
都
市
・

京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
障
碍
者
の
芸
術
作
品
を
常
設

展
示
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
設
立
し
、
広
く
社
会
に

向
け
た
情
報
発
信
の
中
核
的
施
設
と
す
る
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
計
画
に
賛
同
し

て
い
た
だ
き
支
援
す
る
「
障
碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援
基
金
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
の
基
金
は
一
般
の
運
営
費
と
は
別
に
口

座
を
設
け
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
費
用
と
し
て
積
立

て
て
参
り
ま
す
。

１
口
３
万
円
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
お
礼

と
し
て
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
の
複
製
画

（
額
装
済
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

こ
の
複
製
画
の
コ
ス
ト
の
一
部
は
、「
著
作
権
料
」

と
し
て
障
碍
の
あ
る
作
家
に
還
元
さ
れ
、
残
金
は

設
立
支
援
基
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
趣
旨
に
ご
賛

同
の
上
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
複
製
画
は
、
高
精
密
な
ジ
ー
ク
レ
ー
印
刷

に
よ
り
、
原
画
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
忠
実
さ

で
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
額
縁
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
塗
装

の
木
製
で
、
サ
イ
ズ
は
太
子
サ
イ
ズ
（
３
９
７
×

３
０
６
ミ
リ
）
で
す
。

昨
年
の
募
集
開
始
以
降
、
10
件
の
応
募
が
あ
り
、

複
製
画
は
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
詳
細
や
お

申
し
込
み
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tensai-art.kyoto/support/kikin/

京
都
洛
中
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
様
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
募
金
活
動

奉
仕
を
通
じ
て
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
京
都
洛
中
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
様
で

は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み
に
賛
同

を
い
た
だ
き
、
募
金
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で
、
募
金

箱
を
設
置
さ
れ
て
募
金
を
呼
び
掛
け
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
９
月
に
は
、
東
山
区
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ
」
で
開
催
さ
れ
た
、
真
壁
悠

会
長
の
個
展
「
ひ
び
の
か
け
ら
」
の
会
場
で
募
金

箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
る
ご
と
に
募
金
を
続
け
て

い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
と
し
て
も
心
強
く
、
紙
面
を
通
じ
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

写
真
は
、
個
展
会

場
で
募
金
箱
を
持
た

れ
る
真
壁
会
長
（
右
）

と
京
都
市
教
育
委
員

会
総
合
育
成
支
援
教

育
担
当
部
長
の
大
黒

喜
裕
様
。

大
谷
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

９
月
16
日
（
土
）、
岡
崎
地
域
の
夜
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
岡
崎
と
き
あ
か
りannex 2017

」

の
事
業
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

の
上
映
が
あ
り
、
大
谷
大
学
人
文
情
報
学
科
・
倉

光
延
行
准
教
授
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
大
谷
大
学 

PEN
Ki FACTO

RY M
edia W

orks 

と
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
コ
ラ
ボ
レ
イ
ト
に
よ
る
作
品

「Endless, Breath

」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
映
像
は
、
障
碍

者
の
創
作
に
多
く
見
ら
れ
る
繰
り
返
し
、
反
復
性

と
い
っ
た
特
性
か

ら
生
み
出
さ
れ

た
作
品
が
次
々
に

映
し
出
さ
れ
ま

す
。セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
と
厚
紙
を
使
っ

た
ロ
ゴ
ア
ー
ト
作

品
、
名
前
を
書

き
続
け
る
作
品
、

ペ
ン
を
使
っ
て
弧

を
重
複
さ
せ
て
描
く
作
品
、
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
高
度

な
技
術
で
素
早
く
切
り
抜
か
れ
る
作
品
な
ど
、
作

品
紹
介
だ
け
で
な
く
岡
崎
モ
ダ
ン
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
表
現
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
京
都
市
美

術
館
別
館
の
レ
ト
ロ
な
建
物
に
軽
快
に
彩
り
よ
く

映
し
出
さ
れ
る
作
品
は
、
展
覧
会
で
鑑
賞
す
る
も

の
と
は
ま
た
違
っ
た
魅
力
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
岡
崎
と
き
あ
か
り
ア
ワ
ー
ド
の
対
象
上

映
は
全
20
作
品
で
、
同
作
品
は
「
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

京
都
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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清水 元介

佐野 靖文

「AKB 48 清水元介」画用紙・ペン・
えんぴつ・クレパス　201６年

本 ちはる　Chiharu MOTO　2003年生
本ちはるの作品は、1、2センチ四方の中
に日常生活のワンカットを絵日記のように
描き、それがまるでチェーンかタイルのよ
うに綴られていく。このスタイルで描き始
めた小学生のころは、学校生活の題材が多
かったが、最近はテレビのドラマなどを再
構成するようになってきている。

佐野 靖文　Yasufumi SANO　1970年生
水性マーカーや油性マーカーを好んで使
う佐野靖文は、画面に丸や四角にチェッ
クの文様で何かリズムをとるように描き
続け、仕上がるとその濃淡や色彩の変化
に躍動感があって面白い。この表現スタ
イルをとり始めた時期は定かではないが、
アトリエでは既に5年になる。

清水 元介　Motosuke SHIMIZU　1991年生
小学生の時から身の回りの親しい「人」を好んで描いて
いた清水元介は、総合支援学校高等部のころから、テレ
ビのバラエティー番組やミュージック番組に出てくるア
イドル等を描くようになった。画面は番組のストーリー
を彼独自にアレンジして興味深いものになっている。

本 ちはる

「AKB 48 恋するフォーチュンクッキー」色画用紙・ペン・え
んぴつ・クレパス　2017 年

「HKT 48 指原莉乃」画用紙・
ペン・えんぴつ・色えんぴつ　
201６年

「AKB 48 大島優子」画用紙・
ペン・えんぴつ・色えんぴつ　
201６年

「ちはるの絵日記」画用紙・マジックペン　２０１6 年 「ちはるの絵日記〜エンディング〜」画用紙・マジックペン　２０１7 年

「無題」色画用紙・アクリル　2015 年

「無題」色画用紙・サインペン　2014 年

「無題」色画用紙・マジックペン　2014 年
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●
彰
男
の
誕
生
か
ら
１
歳
ま
で

ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
!!　

昭
和
46
年

12
月
１
日
、午
前
中
に
産
婦
人
科
の
診
察
を
受
け
、

「
ゆ
っ
く
り
夕
方
に
入
院
の
準
備
を
し
て
再
来
院

し
て
く
だ
さ
い
」
と
院
長
先
生
に
言
わ
れ
、
い
よ

い
よ
そ
の
時
が
来
た
と
思
い
な
が
ら
、
付
き
添
っ

て
く
れ
た
私
の
母
と
共
に
そ
の
こ
ろ
住
ん
で
い
た

池
田
市
の
五
月
山
に
あ
っ
た
ア
パ
ー
ト
に
、
よ
っ

こ
ら
よ
っ
こ
ら
と
重
い
お
腹
を
か
か
え
て
帰
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
帰
宅
後
し
ば
ら
く
し
て
、
お
手

洗
い
で
破
水
の
兆
候
が
！　

あ
わ
わ
ー
、
慌
て
ふ

た
め
い
た
母
は
、
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
電
話
を
か
け

る
た
め
ア
パ
ー
ト
の
近
く
の
タ
バ
コ
屋
さ
ん
へ
。

ア
パ
ー
ト
に
は
電
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

携
帯
電
話
も
な
い
時
代
で
し
た
。
タ
バ
コ
屋
の
お

ば
さ
ん
は
、
慌
て
た
母
の
様
子
を
見
て
気
を
利
か

せ
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
に
電
話
。
お
か
げ
で
私
は

救
急
車
で
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
と
産
婦
人
科
へ
再

来
院
す
る
羽
目
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
産
婦
人
科

の
先
生
に
「
お
ば
あ
さ
ん
が
つ
い
て
い
る
か
ら
大

丈
夫
と
思
っ
て
い
た
の
に
！
」
と
、
お
小
言
を
頂

い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
や
れ
や
れ
、
こ
ん
な

具
合
で
彼
は
生
ま
れ
る
前
か
ら
ハ
プ
ニ
ン
グ
起
こ

し
の
王
様
で
し
た
。

ベ
ッ
ド
に
落
ち
着
く
と
し
ば
ら
く
し
て
陣
痛
が

始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
ま
れ
出
よ
う
と
す

る
赤
ち
ゃ
ん
の
力
が
弱
か
っ
た
の
か
、
そ
の
産
声

を
聞
く
ま
で
に
16
時
間
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
母

親
の
直
観
と
い
う
も
の
は
よ
く
当
た
る
も
の
で

す
。生
ま
れ
て
初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
た
時
、

喜
び
と
同
時
に
、「
こ
の
子
は
普
通
と
違
う
。
何

か
あ
る
」
と
い
う
不
安
感
が
私
を
襲
い
ま
し
た
。

普
通
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
に
は
大
泉
門
と
小
泉
門
と

あ
り
、大
泉
門
の
方
は
し
ば
ら
く
閉
じ
ま
せ
ん
が
、

前
頭
部
の
方
に
あ
る
小
泉
門
の
方
は
生
ま
れ
る
と

直
ぐ
に
閉
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
彼
の

小
泉
門
は
大
き
く
開
い
た
ま
ま
で
し
た
。
そ
う
し

た
場
合
は
脳
水
腫
が
疑
わ
れ
ま
し
た
。
心
臓
も
雑

音
が
あ
り
ま
し
た
。
後
に
精
密
検
査
の
結
果
、
彼

は
ダ
ウ
ン
症
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
新

生
児
の
時
か
ら
息
が
荒
く
、
鼾い
び
きは
大
人
顔
負
け
で

し
た
。
ミ
ル
ク
を
飲
む
力
が
弱
か
っ
た
た
め
か
、

た
っ
た
50
㏄
を
飲
む
の
に
１
時
間
以
上
か
か
り
ま

し
た
。
風
邪
を
ひ
け
ば
す
ぐ
に
肺
炎
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
し
、
口
の
中
に
は
鵞が
こ
う
そ
う

口
瘡
と
い
う
カ
ビ
も

生
え
ま
し
た
。

で
も
で
も
、
や
っ
ぱ
り
人
間
の
生
命
力
は
す
ご

い
も
の
で
す
。
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
時
、
手

作
り
の
ケ
ー
キ
に
立
て
た
１
本
の
ロ
ー
ソ
ク
の
炎

の
向
こ
う
に
は
、
や
っ
と
つ
か
ま
り
立
ち
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
彼
の
ニ
コ
ニ
コ
微
笑
む
笑
顔
が

あ
り
ま
し
た
。「
お
母
さ
ん
、こ
っ
ち
向
い
て
。
僕
、

こ
こ
に
い
る
よ
」
と
、
ま
る
で
話
し
か
け
て
い
る

よ
う
で
し
た
。そ
の
時
、そ
れ
ま
で
一
つ
の
命
を

た
だ
た
だ
育
て
る
こ
と
に
無
我
夢
中
だ
っ
た
私
と

彼
が
初
め
て
本
当
に
向
き
合
え
た
瞬
間
で
し
た
。

●
２
歳
半
か
ら
幼
稚
園
へ
、落
書
き
か
ら
顔
の
絵
へ

そ
の
後
、
だ
ん
だ
ん
体
力
を
つ
け
て
い
っ
た
彼

は
、
２
歳
半
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
右
足
の
股
関
節

の
変
形
は
あ
る
も
の
の
、
脳
水
腫
の
心
配
は
な
く

な
り
、
心
臓
の
穴
も
成
長
と
と
も
に
閉
じ
た
の
か

雑
音
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ
の

間
に
か
部
屋
の
壁
に
貼
っ
た
絵
ボ
ー
ド
に
落
書
き

い
っ
ぱ
い
、
音
楽
を
か
け
れ
ば
、
縄
跳
び
の
手
を

マ
イ
ク
代
り
に
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
足
で
歌
っ
た

り
、
踊
っ
た
り
と
、
と
て
も
明
る
い
子
ど
も
に
成

長
し
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
40
数
年
前
は
、
ま
だ

障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
の
保
育
所
や
幼
稚
園
で
の

受
け
入
れ
は
難
し
い
時
代
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ

は
、
大
阪
の
池
田
市
か
ら
高
槻
市
に
移
り
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
子
ど
も
さ
ん

が
行
っ
て
い
る
私
立
の
幼
稚
園
で
障
が
い
を
も
っ

て
い
る
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
い
う
情

報
を
聞
い
て
、
ど
う
し
て
も
３
歳
か
ら
集
団
の
中

で
の
保
育
が
必
要
と
考
え
て
い
た
私
は
、
園
長
先

生
に
会
い
に
出
か
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
入
れ
て
あ
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
け
ど
、
と
に
か
く
昼
休
み
に
園
児
が

園
庭
に
出
て
遊
ぶ
の
で
、
そ
の
時
間
に
遊
び
に
来

ら
れ
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
、
と
て
も
う
れ
し
い

お
返
事
を
い
た
だ
き
、
彼
は
入
園
時
期
半
年
前
か

ら
毎
日
幼
稚
園
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
翌

年
４
月
う
れ
し
い
入
園
式
を
迎
え
る
の
で
す
。
今

か
ら
思
え
ば
、
半
年
間
園
長
先
生
は
、
彼
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
障
が
い
の
程

度
は
ど
う
か
、
そ
れ
に
対
す
る
親
の
対
応
の
仕
方

は
ど
う
か
な
ど
、
ず
っ
と
見
て
お
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
に
も
か
く
に
も
、
彼
も

親
で
あ
る
私
も
、３
年
保
育
で
幼
稚
園
に
入
園
し
、

園
長
先
生
を
は
じ
め
他
の
先
生
方
、
同
年
の
お
母

様
方
や
園
児
の
皆
さ
ん
に
育
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

ハ
プ
ニ
ン
グ
を
共
に
乗
り
越
え
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
幼
稚
園
で
は
「
ひ
な
ぎ
く
祭
」
と
い
う
祭

が
年
１
回
あ
り
ま
し
た
。
親
も
子
も
総
出
で
お
菓

子
作
り
を
し
た
り
、
工
作
を
し
た
り
、
人
形
劇
な

ど
は
道
具
作
り
か
ら
上
演
ま
で
１
年
が
か
り
で
仕

上
げ
た
り
、
図
書
室
で
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
た
り
、大
変
で
し
た
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

彼
は
お
菓
子
作
り
か
ら
も
、
人
形
劇
か
ら
も
、
絵

本
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
吸
収
し
て
い
き

ま
し
た
。
５
歳
の

時
、
落
書
き
か
ら

初
め
て
形
に
な
っ

た
の
が「
顔
の
絵
」

で
す
。
お
に
ぎ
り

の
よ
う
な
形
の
中

に
目
と
鼻
と
口
を

描
き
、
周
り
に
毛

を
い
っ
ぱ
い
描
い

て
い
ま
す
。

●
小
学
校
か
ら
中
学
校
の
こ
ろ
、
塗
り
つ
ぶ
し
か

ら
具
象
へ

小
学
校
で
は
普
通
学
級
に
在
籍
し
、
担
任
の
ほ

か
に
副
担
任
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。音
楽
、

体
育
、
図
工
等
、
一
緒
に
学
習
で
き
る
授
業
は
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
と
共
に
、
難
し
い
課
題
は
副
担
任

と
共
に
彼
に
合
っ
た
内
容
の
学
習
を
し
、
必
ず
そ

の
授
業
の
終
わ
り
に
は
、
彼
が
何
を
勉
強
し
て
い

た
の
か
、
皆
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
ク

ラ
ス
の
中
で
は
ア
イ
ド
ル
的
な
存
在
で
し
た
。
小

学
校
一
年
生
の
時
か
ら
妹
と
共
に
大
好
き
な
お
絵

描
き
教
室
と
ピ
ア
ノ
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

お
絵
描
き
教
室
の
先
生
が
、「
彰
男
君
は
い
ろ
い

ろ
な
色
を
塗
り
重
ね
て
塗
り
つ
ぶ
す
か
ら
最
後
は

真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
家
に
持
ち
帰
っ
て

も
ら
う
作
品
が
な
い
」
と
、
よ
く
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
が
、
そ
れ
は
彼
が
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な

日
常
生
活
の
中
で
育
ま
れ
て
い
っ
た
彰
男
の
絵
画       

土
屋 

敏
子

寄　稿
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長
か
っ
た
彼
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
や
彼
に
と
っ
て
太
陽
は
、
再
び
自
分

の
世
界
の
中
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
彼
は
、
一
昨
年
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と

の
出
会
い
を
機
会
に
、
父
親
の
他
界
後
20
年
余
り

お
世
話
に
な
っ
た
作
業
所
を
退
所
し
、
彼
の
ペ
ー

ス
で
再
び
好
き
な
音
楽
を
奏
で
た
り
、
Ｃ
Ｄ
を

バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
無
心
に
キ
ャ
ン
バ
ス

に
向
か
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
後
ろ
姿

を
見
て
い
ま
す
と
、「
あ
あ
一
つ
試
練
を
乗
り
越

え
、
大
き
く
な
っ
て
自
分
の
世
界
を
彼
な
り
に
歩

ん
で
い
る
ん
だ
な
ぁ
」
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

ダ
ウ
ン
症
の
場
合
、
他
の
人
よ
り
早
く
体
力
の
衰

え
が
や
っ
て
き
ま
す
。
も
う
す
ぐ
46
歳
に
な
る
現

在
、老
人
性
の
病
気
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

せ
っ
か
く
自
分
で
選
び
つ
か
ん
だ
自
分
の
世
界
で

す
。
親
と
し
て
は
、
少
し
で
も
長
く
、
楽
し
く
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

色
を
使
っ
て
、

彼
ら
し
い
絵
を

描
き
上
げ
て
い

く
た
め
の
過
程

で
し
た
。
９
歳

の
時
、
教
室
の

み
ん
な
と
写
生

に
出
か
け
描
い

た
の
が「
山
門
」

の
絵
で
す
。

　

そ
ん
な
風
に「
地
域
の
中
で
極
々
当
た
り
前
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
前
で

話
す
こ
と
が
苦
手
で
自
分
の
思
い
を
伝
え
た
く
て

も
言
葉
が
な
か
な
か
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
ピ
ア
ノ

も
せ
っ
か
く
上
手
に
弾
け
て
も
、
弾
き
た
い
気
持

ち
は
み
ん
な
に
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
な
ぜ

か
弾
き
始
め
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
彼
の
た
め

に
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
音
楽
の
時
間
を
ど
れ
だ

け
潰
し
た
こ
と
か
。
し
か
し
や
は
り
仲
間
の
中
で

の
成
長
は
す
ご
い
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
小
学
校

の
卒
業
式
の
折
、
各
卒
業
生
が
宣
言
す
る
の
で
す

が
、「
僕
は
中
学
生
に
な
り
ま
す
。
中
学
に
行
っ

て
も
頑
張
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
初
め
て
言
え
た
時
、
あ
あ
、
こ
ん
な
に
も
成
長

し
て
い
た
ん
だ
と
、
親
と
し
て
本
当
に
感
動
し
ま

し
た
。

●
中
学
校
卒
業
後
、
絵
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立
へ

中
学
校
卒
業
後
は
、
養
護
学
校
に
行
か
ず
、
家

の
近
く
に
１
４
０
坪
程
の
畑
を
借
り
て
畑
仕
事
を

し
な
が
ら
、陶
芸
教
室
、手
織
教
室
、ピ
ア
ノ
教
室
、

お
絵
描
き
教
室
に
通
う
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
特

に
お
絵
描
き
教
室
に
は
、
畑
で
収
穫
し
た
大
き
な

大
根
や
白
菜
な
ど
を
よ
く
持
ち
込
み
、
キ
ャ
ン
バ

ス
に
描
き
ま
し
た
。
家
で
は
、
墨
で
和
紙
に
珍
し

い
ア
ロ
エ
の
花
を
描
い
た
り
、
畑
で
大
き
く
育
っ

た
ひ
ま
わ
り
を
襖
に
描
い
た
り
し
ま
し
た
。
16
歳

か
ら
23
歳
の
こ
ろ
、
思
え
ば
こ
の
こ
ろ
若
く
も
あ

り
、
絵
に
対
し
て
ひ
た
向
き
で
、
彼
の
絵
が
彼
ら

し
い
絵
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
時
期
と
思
い
ま

す
。
中
学
卒
業
後
、
同
級
生
と
の
再
会
を
喜
び
合

う
場
と
し
て
、
年
１
回
個
展
「
日
々
の
暮
ら
し
か

ら
」
を
開
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
個
展
に
は
絵

だ
け
で
は
な
く
、
１
年
間
に
作
り
た
め
た
陶
芸
作

品
や
手
織
り
の
マ
ッ
ト
、
ロ
ー
プ
で
結
び
織
り
し

た
立
体
作
品
な
ど
も
並
べ
ま
し
た
。

●
父
親
他
界
、10
年
以
上
の
空
白
か
ら
立
ち
直
り
へ

と
こ
ろ
が
、
個
展
６
回
目
を
数
え
た
冬
、
父
親

が
突
然
病
気
で
倒
れ
、
京
都
の
専
門
医
の
い
る
病

院
へ
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
20
年
程
過
ご
し
慣

れ
親
し
ん
だ
高
槻
か
ら
京
都
へ
の
引
越
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
１
年
後
、
家
族
の
願
い

も
空
し
く
、
父
親
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
家
族
に
と
っ

て
も
彼
に
と
っ
て
も
試
練
の
時
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
家
の
近
く
の
作
業
所
に
入

れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
と
て
も
救
い
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
徐
々
に
徐
々
に
彼
が
以
前
の
よ

う
な
淡
々
と
し
た
「
絵
と
音
楽
の
自
分
の
世
界

の
日
常
」
を
取
り
戻
す
の
に
10
年
以
上
か
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
作
業
所
に
通
い
な
が
ら
、
お

友
達
に
勧
め
ら
れ
た
オ
カ
リ
ナ
の
練
習
を
始
め
、

２
０
０
８
年
か
ら
は
第
一
と
第
三
土
曜
日
に
は
枚

方
の
塔
本
ア
ト
リ
エ
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
塔
本
ア
ト
リ
エ
と
は
高
槻
の
お
絵
描
き
教
室

の
時
代
か
ら
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

●
太
陽
が
あ
る
自
分
の
世
界

最
近
の
彼
の
絵
を
見
て
い
ま
す
と
、
以
前
に
も

増
し
て
明
る
く
、
大
胆
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
キ
ャ
ン
バ
ス
の
左
上
角
に
は

必
ず
「
太
陽
の
顔
」
が
の
ぞ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
こ
ろ

か
ら
か
、
少
し
ア
ル
バ
ム
を
遡
っ
て
み
ま
す
と
、

２
０
１
４
年
８
月
に
描
い
た
「
太
陽
の
塔
」
の
絵

が
あ
り
ま
し
た
。

「
彰
男
さ
ん
も
一
回
大
き
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

挑
戦
し
て
み
る
か
」
と
い
う
塔
本
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
、
50
号
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
一
気
に
迷
い
な

く
描
い
た
の
が
こ
の
絵
で
し
た
。
な
ぜ
「
太
陽
の

塔
」
の
絵
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
少
し
前
、
吹
田
市

の
万
博
記
念
公
園
で
、
特
別
展
「
み
る
、
ふ
れ
る
、

あ
そ
ぶ
太
陽
の
塔
」（
２
０
１
４
年
３
月
29
日
～

８
月
３
日
）
が
開
催
さ
れ
、
初
代
「
黄
金
の
顔
」

が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
家
族
で
見
に
行
っ
た
の

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
じ
か
に
見
た
そ
の
大
き
さ

と
美
し
さ
は
想
像
以
上
で
、
圧
倒
さ
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
強
い
印
象
が
彼
を
一
気

に
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
わ
せ
た
原
動
力
だ
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
原
動
力
は
、
も
う
ひ
と
つ
10
代
の

頃
に
遡
り
ま
す
。
そ
の
頃
の
絵
に
も
時
々
「
太
陽

の
顔
」
が
左
上
角
に
チ
ョ
コ
ン
と
の
ぞ
い
て
い
る

か
ら
で
す
。
彼
は
子
供
の
頃
か
ら
な
ぜ
か
空
を
見

上
げ
る
の
が
と
て
も
好
き
で
、
昼
間
は
輝
く
太
陽

の
話
を
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
は
夜
空
を
見
な
が
ら

月
や
星
の
話
を
よ
く
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
頃
の

思
い
が
万
博
記
念
公
園
の
「
黄
金
の
顔
」
を
見
た

こ
と
に
よ
り
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
り
、

2014 年 8 月に初めて 50 号のキャンバスに描いた作品「太陽の塔」
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自
の
モ
チ
ー
フ
で
絵
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
中
村
ロ
ー
ソ
ク
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
絵
付
け
制

作
を
行
い
、
作
品
展
な
ど
で
展
示
販
売
を
行
い
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
注
）
和
ろ
う
そ
く
は
、
米
ぬ
か
、
大
豆
、
櫨
（
ハ
ゼ
の
木
）
の

実
な
ど
を
原
料
と
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
ハ
ゼ
の
実
を
原
料
と
す

る
「
ハ
ゼ
ろ
う
」
が
最
高
級
品
と
さ
れ
ま
す
。

■ 

市
役
所
に
青
空
美
術
館
開
設

中
京
区
に
あ
る
京
都
市
役
所
新
庁
舎
整
備
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
工
事
現
場
西
側
の
寺
町

通
沿
い
の
仮
囲
い
に
、
青
空
美
術
館
９
号
（
京
都

市
内
で
９
回
目
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
仮
囲
い
の

壁
面
に
作
品
パ
ネ
ル
（
１
３
５
０
×
９
０
０)

を

６
点
展
示
し
て
い
ま
す
。
建
設
工
事
現
場
と
い
え

ば
、
や
や
も
す
る
と
無
機
質
な
空
間
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
青
空
美
術
館
の
開
設
に
よ
り
「
ア
ー
ト

の
彩
り
」を
与
え
て
い
ま
す
。

期
間
は
、
２
０
１
８
年
６
月

末
ご
ろ
ま
で
の
予
定
で
す
。

な
お
、
青
空
美
術
館
は
下

京
区
四
条
烏
丸
西
入
の
「
京

都
経
済
セ
ン
タ
ー
」
建
設
現

場
で
も
開
設
中
で
す
。

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は「
正
会
員・賛
助
会
員・名
誉
会
員
」

の
３
種
類
。
ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、
障
碍
者

ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援
基
金

な
ど
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■ 
京
の
盛
夏
に
団
扇
の
無
料
配
布

連
携
団
体
で
あ
る
合
同
会

社
京
都
職
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
ん
の
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
も
っ
と
広
く
知
っ

て
も
ら
う
べ
し
」
と
の
ご
提

案
に
よ
り
、
本
年
夏
シ
ー
ズ

ン
に
合
わ
せ
て
団
扇
の
無
料

配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
機
構
か
ら
作
品
画
像
を
提
供
し
、
製
作
費
は

株
式
会
社H

ILLTO
P

（
本
社
・
京
都
府
宇
治
市

／
精
密
機
械
装
置
製
造
）
さ
ん
に
拠
出
い
た
だ
き
、

団
扇
６
千
枚
を
京
都
マ
ル
イ
、
京
都
府
・
市
観
光

協
会
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
京
都
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
、
京
都
市
動
物
園
、
三
条
通
商
店

街
な
ど
、
多
く
の
ご
協
力
に
よ
り
配
布
し
、
外
国

人
観
光
客
な
ど
に
も
好
評
で
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
致
し
ま
す
と

と
も
に
、
来
年
も
継
続
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 

和
ろ
う
そ
く
に
天
才
ア
ー
ト

７
月
23
日
（
日
）、
京
都
の
伝
統
産
業
・
和
ろ

う
そ
く
の
老
舗
「
中
村
ロ
ー
ソ
ク
」
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
新
道
ア
ト
リ
エ
に
お
い
て
13
名
の

ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
和
ろ
う
そ
く
の
絵
付
け
制
作
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
大
・
小
（
高
さ
18
㎝
と
12
㎝
）

２
種
類
の
「
ハ

ゼ
ろ
う
そ
く
」

に
、
ア
ク
リ
ル

絵
の
具
と
細
筆

を
使
っ
て
、
各

■ 

広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構

の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様

や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号

３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配

布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
、

ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

川
嶋
の
描
画
手
法
は
、
ク
レ
パ
ス
を
横
に
寝
か
せ
て
色
画

用
紙
に
こ
す
り
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
い

つ
覚
え
た
の
か
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
ス
タ
イ

ル
で
の
制
作
は
す
で
に
７
年
を
経
過
し
、
作
品
は
２
０
０

点
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
ク
レ
パ
ス
を
こ
す
り
つ
け
る

感
触
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
ク
レ
パ
ス

の
色
を
微
妙
に
変
え
な
が
ら
絶
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に

仕
上
げ
る
。
し
か
も
必
ず
紙
の
表
裏
両
面
に
描
く
と
い

う
の
が
特
徴
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
あ
る
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

『クレパスのグラデーション・コラージュ』
川嶋 誉大　Yoshihiro KAWASHIMA
色画用紙・クレパス・色紙　390×540mm
2016 年

〈
編
集
後
記
〉

五
穀
が
実
り
、
物
事
に
熱
中
す
る
の
に
適
し
た
秋
は
、
食

欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
な
ど
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
秋
は
事
に
あ
た
っ
て
の
大
事
な
「
と
き
」
と
い
う
意
味

も
あ
り
、「
危
急
存
亡
の
秋（
と
き
）」な
ど
と
用
い
ら
れ
ま
す
。

昨
今
の
障
碍
者
の
創
作
活
動
に
対
す
る
社
会
の
関
心
の
高

ま
り
を
受
け
、
日
本
各
地
で
支
援
活
動
や
作
品
展
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
日

を
追
う
ご
と
に
作
品
展
や
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
の
状
態
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
追
い
風
と
と
ら
え
、
今
後
障
碍
者

ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
設
立
を
は
じ
め
、
ま
す

ま
す
支
援
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
成
長

を
目
指
す
「
飛
躍
の
と
き
」
と
し
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作品名：「タイ」・作者：長村 駿


